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地形・地質 

津軽平野は，青森県の西部に位置し，奥羽山脈と岩木山に囲まれ、岩木川が平野の

ほぼ中央部を北流し，十三湖に注いでいます。津軽平野は五所川原市付近を境とし

て，南津軽(弘前)平野と北津軽平野に二分され、地質や地下水の利用が異なります。 

津軽平野周辺の地質対比表 

 



地下水 

不圧地下水は砂丘・段丘・平野部で，浅井戸により容易に得られます。被圧地下水

のうち洪積層の地下水は天然ガスや鉄分を有し，水質が不良の場合が多く，下位の新

第三紀鮮新世の地層に帯水層を求めている場合が多い。浪岡町から中里町にかけて

の丘陵地帯に分布する大釈迦層や同層相当層はすぐれた帯水層を形成しています。 

 

津軽平野の地質図 

出典 日本の地下水（農業用地下水研究グループ,1986）（一部加筆） 

 「日本の地下水」では全国の地下水盆の概要が紹介されています。各地下水盆の概要を 

 紹介している頁と関連する論文等を、下記の Web ページで閲覧できます。 

  https://jagh.jp/activities/groundwater_database/（日本地下水学会） 

 

https://jagh.jp/activities/groundwater_database/

